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​　令和８年度のスタート​

​　４月１０日に新年度が始まり２０日間、良いスタートになっていると感じております。児童生徒もですが​
​職員が入れ替わり、今年度は６８名で教育活動を進めてまいります。在外教育施設として、台湾の地におい​
​て、日本と同水準の教育と、教育環境の整備、ここならではの教育を充実させてまいりますので、どうぞよ​
​ろしくお願いいたします。​
​　本たよりでは、最近の教育事情や動向、本校の特色ある教育活動とともに、学校経営方針に関わる内容を​
​掲載いたします。​

​　「始業式での話」​

​〇何事にも必ず「はじまりの日」があります。新しい教科書、新しい教室、新しい仲間。この「はじまり」​
​のわくわくする気持ちを大切にしてほしい。​

​〇勇気をもって新しいことに挑戦しましょう。たとえ失敗してもそれは成長の種です。諦めず、仲間ととも​
​に乗り越え、自分を、友達を高められる一年にしてほしい。​

​　また、次の「二つの約束」について、この一年の目標として伝えました。「いい言葉」と「誰かのための​
​行動」。 この二つをGoalにし、明るく、笑顔いっぱいの学校を創っていきたいと考えております。​

​１　「人の心を温める『いい言葉』を響かせること」​

​　皆さんが言われて嬉しい言葉、心に灯りがともるような言葉は何ですか？ 反対に、人を傷つけ、自分も悲​
​しくなる言葉は何でしょうか。「言葉」には、とてつもないパワーがあります。たった一言の「ありがと​
​う」「大丈夫だよ」が、誰かの力になります。いい言葉が響き合う学校は、それだけでパッと明るく、楽し​
​くなります。​

​２「『誰かの笑顔のために』動くこと」​

​　自分に何ができそうですか？ どんなことをしてもらうと嬉しいですか？ 大きなことをするのではなく​
​て、人に順番を譲る、困っている人に寄り添う。その小さな「誰かのために」という行動が、学校中に優し​
​さを広げ、笑顔をあふれさせます。​

​　先日２８日に、全校保護者会を開催いたしました。100名前後の皆様にお集まりいただき、学校経営方針​
​や各学部経営方針、生徒指導部からいじめ防止基本方針等について、ご説明いたしました。実行することが​
​重要なことですので、全職員で進めてまいります。​
​　小学部１年生から中学部３年生まで、７～１５歳の成長はとても大きいものです。学年でのつながり、小​
​学部・中学部の垣根を越えたつながりを強く、太く育てていきたいと考えております。それぞれの発達段階​
​に応じた学びと関わりを大切にし、関係する全ての皆様と協働、協力してまいります。​
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